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医療保険の「一部負担」と
「保険外負担」のトリック

　

２
０
０
２
年
10
月
施
行
の
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
附
則
２
条
に
お
い
て
、「
医
療
保
険

各
法
に
規
定
す
る
被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者
の
医
療
に
係

る
給
付
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
１
０
０
分

の
70
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
条
文
は
、
現
在
の
「
70
〜
74
歳
ま
で
が
原
則
２

割
、
75
歳
以
上
は
原
則
１
割
」
を
反
故
に
し
、
将
来
は
全

世
代
に
お
い
て
一
部
負
担
を
「
原
則
３
割
」
と
す
る
こ
と

の
表
明
に
他
な
ら
な
い
し
、
そ
の
割
合
は
３
割
を
超
え
る

こ
と
が
な
い
と
の
方
針
と
も
受
け
取
れ
る
。

「「
長
瀬
係
数
」
と
３
割
負
担
の
根
拠

長
瀬
係
数
」
と
３
割
負
担
の
根
拠

　

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
保
険
の
「
一
部
負

担
」
割
合
の
根
拠
を
示
し
た
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
「
受
益
と
負
担
の
均
衡
と
い
う
観
点
か

ら
、
そ
の
時
々
の
情
勢
の
下
で
国
民
的
な
選
択

が
行
わ
れ
る
べ
き
」（
１
９
９
８
年
版
厚
生
白

書
）
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
が
情
勢
に
よ

り
選
択
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
責
任
転
嫁
す
ら

憚
ら
な
い
。

　

実
は
、
国
会
審
議
で
も
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ

る
「
長
瀬
係
数
」
か
ら
、
そ
の
根
拠
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
前
の
内
務
省
数
理
技
官

長
瀬
恒
蔵
は
、「
医
療
費
の
自
己
負
担
が
増
え

る
と
受
診
抑
制
が
起
こ
り
医
療
費
は
減
少
す

る
」（
長
瀬
『
傷
病
統
計
論
』
健
康
保
険
医
報

社
、
１
９
３
５
年
）
と
し
た
。
同
係
数
に
よ
る

と
、
一
部
負
担
が
３
割
の
場
合
、
医
療
費
の
逓

減
率
は
０
・
５
９
２
、
同
４
割
の
場
合
は
０
・

な
り
患
者
の
負
担
を
政
府
の
思
惑
通
り
に
増
や

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
負
担
の

月
額
上
限
を
定
め
た
高
額
療
養
費
制
度
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
実
質
的
な
患
者
負
担
は
増
え
な
い

と
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
同
制
度
は
保
険
給
付

に
伴
う
一
部
負
担
の
負
担
を
低
減
す
る
制
度
で

あ
り
、
保
険
外
負
担
部
分
は
対
象
と
は
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
保
険
給
付
範
囲
を
狭
め
れ
ば
、

患
者
負
担
は
際
限
な
く
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

財
務
省
文
書
で
は
、
「
保
険
給
付
範
囲
の
在

り
方
の
見
直
し
」
、
「『
大
き
な
リ
ス
ク
は
共
助

中
心
、
小
さ
な
リ
ス
ク
は
自
助
中
心
』
の
原
則

の
徹
底
」（
ｐ
21
）
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
険
給
付
に
関
す
る
一
部
負
担
は
３
割
負

担
を
維
持
す
る
が
、
保
険
給
付
範
囲
を
「
自

助
」
の
名
の
も
と
に
極
限
ま
で
縮
小
し
て
い
く

の
が
狙
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
負
担
に
お
け
る

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
対
立
が
煽
ら
れ
て

い
る
現
状
で
は
、
保
険
給
付
範
囲
縮
小
や
高
齢

て
は
「
一
部
負
担
が
３
割
を
超
え
な
い
よ
う
に
見
せ
か
け

る
」
必
要
が
あ
る
。

一
部
負
担
は
３
割
を
維
持
し
、

一
部
負
担
は
３
割
を
維
持
し
、

保
険
外
負
担
を
際
限
な
く
増
額
す
る

保
険
外
負
担
を
際
限
な
く
増
額
す
る

　

一
部
負
担
割
合
が
将
来
に
渡
っ
て
３
割
で
あ
る
こ
と
が

「
患
者
の
負
担
が
増
え
な
い
こ
と
」
で
は
な
い
。
一
部
負

担
は
「
保
険
給
付
」
に
対
す
る
負
担
を
表
す
だ
け
で
あ
り
、

保
険
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
狭
め
れ
ば
、
３
割
負
担
を
維

持
で
き
る
が
、
結
局
「
保
険
外
負
担
」
が
増
え
る
こ
と
に

芝田英昭
著書に『歴史に学ぶ生
命の尊厳と人権』
（2024年：自治体研
究社）、『占領期の性暴
力』（2022年： 新日
本出版社）『社会保障
のあゆみと協同』
2022年、『医療保険
「一部負担」の根拠を
追う』。

者
負
担
増
を
跳
ね
返
す
国
民
的
運
動
の
拡
大
は
容
易
で
は

な
い
。
し
か
し
、
現
役
世
代
に
と
っ
て
高
齢
者
は
自
ら
の

近
未
来
の
姿
で
あ
り
、
自
分
事
と
し
て
現
役
世
代
、
高
齢

期
世
代
が
大
同
団
結
し
、
社
会
保
障
改
悪
に
立
ち
向
か
う

好
機
で
あ
ろ
う
。

　

参
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
17
日
間
の
選
挙
戦
が
始
ま
っ

た
。
ど
の
政
党
も
社
会
保
障
、
現
金
給
付
、
そ
し
て
消
費

税
減
税
を
争
点
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
政
党
名
を
一
度
も

変
え
な
い
ぶ
れ
な
い
政
党
を
支
持
し
た
い
。

　

連
載
最
終
回
で
は
、
い
の
ち
の
尊
厳
と
人
権
視
点
か
ら

医
療
保
険
を
考
え
、
全
世
代
が
社
会
保
障
・
医
療
運
動
に

確
信
を
も
っ
て
関
わ
れ
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
い
。

４
８
８
と
な
る
。
つ
ま
り
、
一
部
負
担
が
４
割
と
な
れ
ば

必
要
と
す
る
医
療
の
半
分
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
こ
れ
で
は
公
的
医
療
保
険
の
体
裁
を
維
持
で
き
ず
、

「
私
保
険
」
の
誹
り
は
免
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し

医
療
制
度
改
革
論
を
問
う

財
務
省
の

元
立
命
館
大
学
教
授
・

元
立
教
大
学
教
授

芝
田
英
昭

3

財務省『持続可能な
社会保障制度の構築
（財政各論Ⅱ）』

衛生士編の参加者の様子
＝６月22日、保険医協会

PAXが指摘した核兵器製造企業
　

核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投

融
資
は
金
融
機
関
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
貯
蓄
・
投
資
行
動

も
問
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
あ
な
た
が
預
け
て
い
る

銀
行
は
核
兵
器
製
造
企
業
へ

の
投
融
資
を
禁
じ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
核
兵
器
製
造
企
業

に
１
兆
円
を
超
え
る
資
金
を

流
し
て
い
る
メ
ガ
バ
ン
ク
に

預
け
て
い
る
の
な
ら
、
見
直

し
て
み
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
資
産
運
用
の
一
環

で
株
式
を
購
入
し
て
い
る
人

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
国

株
を
保
有
し
て
い
る
な
ら
、

そ
の
中
に
エ
ア
バ
ス
や
ロ
ー

ル
ス
・
ロ
イ
ス
な
ど
核
兵
器

に
関
わ
る
企
業
の
株
式
が
含

ま
れ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
ほ
し
い
。

　

「
外
国
株
は
購
入
し
て
い

な
い
の
で
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
て
も
油
断
は
で
き
な

い
。
近
年
人
気
の
「
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
は
少
額
か
ら

投
資
で
き
る
手
軽
さ
が
魅
力

だ
が
、
投
資
先
と
な
る
フ
ァ

ン
ド
の
中
身
に
も
目
を
向
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え

ば
、「
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
」
に

連
動
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・

フ
ァ
ン
ド
は
米
国
株
式
市
場

の
幅
広
い
銘
柄
に
投
資
し
て

い
る
。
間
接
的
と
は
い
え
、

知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
資

金
が
核
兵
器
製
造
企
業
に
投

融
資
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。

　

「Don't 
Bank 

on 
the 

Bomb

」（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、
核
兵

器
に
お
金
を
貸
す
な
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
巨
大
な
金
融

の
流
れ
に
焦
点
を
当
て
、
核

兵
器
製
造
企
業
か
ら
の
撤
退

を
促
す
運
動
だ
。
市
民
の
声

が
高
ま
れ
ば
、
金
融
機
関
や

フ
ァ
ン
ド
の
運
営
会
社
も
無

視
で
き
な
く
な
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
「
エ
チ
カ
フ

ァ
ン
ド
」
は
、
核
兵
器
製
造

企
業
に
は
一
切
投
融
資
し
な

い
方
針
を
掲
げ
な
が
ら
も
、

１
兆
円
を
超
え
る
資
金
を
個

人
投
資
家
か
ら
集
め
て
い

る
。
社
会
倫
理
を
重
視
し
た

投
資
ス
タ
イ
ル
が
支
持
さ
れ

る
時
代
が
確
か
に
始
ま
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
は
い
ま
、
核
戦
争

の
危
機
に
最
も
近
い
場
所
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
、

そ
し
て
核
保
有
国
同
士
の
イ

ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
軍
事

衝
突
―
―
。
核
兵
器
の
使
用

が
現
実
味
を
帯
び
る
な
か
、

「
核
抑
止
」
と
い
う
神
話
は

完
全
に
崩
れ
た
。

　

平
和
の
も
と
で
安
心
し
て

暮
ら
す
に
は
、
核
兵
器
を
廃

絶
す
る
し
か
な
い
。
核
兵
器

の
な
い
世
界
は
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
意
志
と
行
動
に
よ

っ
て
実
現
で
き
る
。
銀
行
口

座
を
見
直
す
、
フ
ァ
ン
ド
の

中
身
を
調
べ
る
、
声
を
上
げ

る
―
―
。
そ
の
た
め
に
は
市

民
が
手
を
つ
な
ぎ
、
核
兵
器

製
造
企
業
へ
の
投
融
資
を
タ

ブ
ー
と
す
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
。

 

（
お
わ
り
）

お金の流れ変え核廃絶を

大阪府歯科保険医協会理事・
反核医師の会世話人　　　　 中村新太郎

一人ひとりの意志と行動が問われる
被爆80年
核なき世界をめざして
DBOBプロジェクト⑤

　

臨
床
学
術
部
は
６
月
22

日
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座

（
歯
科
衛
生
士
編
・
歯
科
助

手
編
）
を
開
催
し
た
。
臨
床

課
題
に
対
す
る
対
応
策
・
指

導
計
画
作
成
・
具
体
的
な
歯

科
保
健
指
導
に
つ
い
て
検
討

し
、
指
導
に
よ
っ
て
改
善
し

た
症
例
を
紹
介
し
た
。

　

歯
科
助
手
編
で
は
受
付
業

務
に
お
い
て
知
っ
て
お
く
べ

き
保
険
制
度
の
仕
組
み
、
歯

科
治
療
の
基
本
的
な
流
れ
や

器
具
、
専
門
用
語
に
つ
い
て

「
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た

め
の
歯
科
保
険
診
療
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
や
動
画
を
用
い
て

解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
症
例

を
用
い
て
説
明
し
て
頂
い
た

の
で
、
ど
の
よ
う
な
症
例
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

　７月３日、

協会も参加す

る大阪社会保

障推進協議会

（会長・安達

克郎医師＝茨

木診療所所

長）が京橋駅

前で社会保障

改善をテーマ

に街頭宣伝に

取り組んだ。

大阪医科、歯科保険医協会のほか構成団体の大

阪労連、大阪民医連などから10人が参加。協会

から矢部あづさ副理事長（大阪社保協代表幹

事）、斎賀史郎理事ら（写真）も駆けつけ、OTC

処方薬の保険外し止めよ、高額療養費制度の患

者負担引き上げを実施するなと訴えた。

勉
強
に
な
っ
た
」（
歯
科
衛

生
士
編
）
、
「
助
手
と
し
て
必

要
な
知
識
、
治
療
の
流
れ
や

器
具
が
わ
か
っ
た
」
（
歯
科

助
手
編
）
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

学
術
部
員
の
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
を

講
師
に
会
員
院
所
の

衛
生
士
23
人
、
助
手

20
人
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
に
求

め
ら
れ
る
基
礎
知
識

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

歯
科
衛
生
士
編
で

は
歯
周
病
の
基
礎
知

識
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
実
際
の
症
例
を

も
と
に
課
題
抽
出
・

職
種
に
合
っ
た
基
礎
知
識
学
ぶ

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座
開
催企業名 所在国

エアバス オランダ
バブコック・インターナショナル 英国
BAEシステムズ 英国
ベクテル 米国
バーラト・ダイナミクス インド
ボーイング 米国
中国航天科技集団 中国
フルーア 米国
ジェネラル・ダイナミクス 米国
ハネウェル・インターナショナル 米国
ハンティントン・インガルス
・インダストリーズ 米国

ジェイコブス・ソリューション 米国
L3ハリス・テクノロジーズ 米国
レイドス 米国
レオナルド イタリア
ロッキード・マーティン 米国
ノースロップ・グラマン 米国
ベラトン 米国
ロールス・ロイス 英国
RTXコーポレーション 米国
サフラン 米国
テキストロン 米国
タレス フランス
ウォルチャンドナガル・イン
ダストリーズ インド

OTC保険外しやめよと訴え


